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昭
和

年
か
ら
昭
和

年

小
高
神
社
に
あ
っ
た
防
空
監
視
哨

16

20

＊
〈
防
空
監
視
硝
〉
は
、
戦
時
中
に
常
呂
村
役
場
の
北
側
に
隣
接
す
る
通
称
〈
小
高
神
社
〉
（
注
：
現
在
の
中

央
児
童
公
園
）
と
呼
ば
れ
る
小
高
い
丘
に
あ
っ
た
米
軍
の
空
襲
を
監
視
す
る
施
設
で
す
。
昭
和

年
の

16

対
空
監
視
強
化
の
た
め
の
防
空
監
視
隊
令
公
布
に
伴
い
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

＊
『
共
立
百
年
史
』
（
平
成
７
年
刊
）
記
載
の〈
防
空
監
視
硝
〉
の
文
を
編
集
し
、
常
呂
村
役
場
「
当
直
日
誌
」

や
他
の
資
料
か
ら
関
連
事
項
を
加
え
て
ま
と
め
ま
し
た
。

※
後
藤
護
氏
記
載
文
を
編
集

■
昭
和

年
16

昭
和

年
、
い
よ
い
よ
世
界
情
勢
は
険
悪
と
な
り
、
７
月

日
、
対
英
戦
線
布
告
（
注
：
７
月

日

イ
ギ
リ

16

31

26

ス
政
府
が
在
英
の
日
本
資
産
を
凍
結
し
た
こ
と
）
に
伴
い
、
我
が
北
辺
の
地
北
見
地
方
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
沿

い
に
防
空
監
視
硝
が
置
か
れ
、
常
呂
に
も
小
高
神
社
前
、
現
大
友
呉
服
店
南
東
の
砂
丘
上
に
監
視
硝
が
建
て

ら
れ
た
。
監
視
硝
は
２
階
建
て
で
、
そ
の
上
に
四
角
い
立
ち
見
台
と

尺
の
望
楼
が
町
内
の
大
工
に
よ
っ
て
完

12

成
。
見
晴
ら
し
の
良
い
も
の
だ
っ
た
。

注
：
小
高
神
社
は
、「
相
馬
妙
見
小
高
神
社
」
と
称
号
し
、
大
正
５
年
に
御
堂
建
立
、
大
正

年
に
拝
殿
を
建

12

立
。
小
高
神
社
が
あ
る
小
高
い
丘
一
帯
を
〈
小
高
神
社
〉
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

７
月

日

網
走
警
察
署
長
・
部
長
・
巡
査
来
庁
。
監
視
硝
員
講
習
会
に
関
し
て
協
議
す
。「
当
直
日
誌
」

19

７
月

日

常
呂
村
会
議
事
堂
に
お
い
て
防
空
監
視
硝
講
習
開
催
。
出
席
全
員
。
網
走
警
察
署
長
・
部
長

27

来
村
。
監
視
硝
全
●
活
修
理
、
本
日
練
習
に
使
用
す
。「
当
直
日
誌
」

８
月

日

北
海
道
特
別
防
空
訓
練
実
施
協
議
会
開
催
、
午
後
２
時
終
了
。「
当
直
日
誌
」

14

８
月

日

１
箇
班
が
副
硝
長
１
名
、
硝
員
６
名
の
６
箇
班
編
成
で
、
午
前
７
時
全
硝
員
が
村
会
議
事
堂

15

に
集
合
、
開
講
式
を
挙
行

午
前
９
時
よ
り
防
空
訓
練
開
始
。
（
本
日
よ
り

日
ま
で
）「
当
直
日
誌
」

31

下
川
沿
（
注
：
共
立
地
区
の
こ
と
）
の
班
は

日
と

日
の
２
日
間
の
勤
務
。
１
昼
夜

時

20

26

24

間
で
午
前
７
時
交
替
。

８
月

日

防
空
監
視
硝
員
交
替
。
下
川
沿
の
硝
長
・
長
船
栄
一
、
副
硝
長
・
斉
藤
正
雄
、
硝
員
は
麻
畠
助

20

恒
、
田
中
忠
男
、
中
島
武
甫
、
安
達
武
、
大
友
義
男
、
後
藤
護
で
、
１
時
間
交
替
で
立
哨
、
通
信
、

休
憩
の
順
で
交
替
勤
務
。

８
月

日

安
達
武
の
代
わ
り
に
安
藤
治
男
が
勤
務
。

26

８
月

日

正
午
、
訓
練
終
止
命
令
あ
り
。「
当
直
日
誌
」

31

午
後
１
時
、
村
会
議
事
堂
に
お
い
て
防
空
演
習
修
了
式
。

月

日

午
前
７
時

分
、
村
会
議
事
堂
に
集
合
、
第
２
次
防
空
演
習
開
講
式
、
午
前
９
時
終
了
。

10

12

30

本
日
の
勤
務
は
市
街
の
第
１
班
。

月

日

第
６
班
勤
務
。

10

16
月

日

防
空
演
習
修
了
式
。

10

21
月

日

午
前
４
時
、
全
硝
員
臨
時
招
集
、
網
走
警
察
署
長
、
村
長
の
訓
示
後
解
散
。

11

27
月

日

防
空
監
視
硝
勤
務
下
令
、
本
日
よ
り
１
班
か
ら
勤
務
「
当
直
日
誌
」

12

20

■
昭
和

年
17
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２
月
６
日

常
呂
村
村
会
議
事
堂
に
お
い
て
監
視
硝
員
講
習
。

２
月
７
日

監
視
硝
実
地
勤
務
。

３
月

日

本
日
よ
り
監
視
硝
員
実
地
勤
務
と
な
る
。

12

３
月

日

網
走
町
役
場
に
て
監
視
硝
員
講
習
会
。

13

３
月

日

本
日
よ
り
い
よ
い
よ
下
川
沿
の
班
が
実
地
勤
務
と
な
る
。
硝
長
・
長
船
栄
一
氏
。

17

４
月
３
日

本
日
、
監
視
硝
員
全
員
集
合
。
網
走
警
察
署
長
よ
り
、
全
員
重
病
あ
る
い
は
入
隊
者
の
外
は

昭
和

年
３
月

日
ま
で
勤
務
の
こ
と
。
不
平
言
う
者
あ
ら
ば
千
円
の
罰
金
あ
る
い
は
１
年
の
懲

20

11

役
の
由
。「
当
直
日
誌
」

■
昭
和

年
18

５
月

日

斉
藤
正
雄
氏
応
召
の
た
め
、
副
硝
長
・
川
谷
守
氏
と
な
る
。

23

９
月

日

長
船
栄
一
氏
退
任
、
後
任
に
多
田
勇
氏
と
な
る
。

10

■
昭
和

年
19

４
月
１
日

本
日
よ
り
２
交
替
と
な
る
。

７
月
８
日

常
呂
村
長
か
ら
札
幌
逓
信
局
長
宛
に
、
防
空
監
視
硝
設
置
に
よ
り
、
１
日
平
均
百
回
以
上
の

防
空
通
話
が
あ
る
た
め
、
網
走
常
呂
間
の
電
話
１
回
線
増
設
を
陳
情
（
陳
情
書
）

９
月
１
日

警
戒
警
報
発
令
。「
当
直
日
誌
」

月

日

午
後
１
時
よ
り
議
事
堂
に
お
い
て
防
空
監
視
硝
舎
落
成
式
挙
行
（
網
走
警
察
署
長
、
北
海
道

12

18

庁
警
部
補
、
卯
原
内
防
空
監
視
硝
長
、
北
海
道
新
聞
記
者
、
加
藤
校
長
、
上
杉
局
長
、
新
谷
廣

治
氏
、
上
杉
隆
昌
氏
、
山
田
久
七
氏
そ
の
他

名
出
席
）
。
盛
宴
の
後
、
午
後
３
時
半
終
了
。

20

「
当
直
日
誌
」

注
：「
当
直
日
誌
」
に
は
、

月

日
か
ら

月
７
日
ま
で
、
監
視
硝
員
が
役
場
に
交
替
で
宿
泊
し
た
こ
と
が

11

26

12

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

月

日
の
防
空
監
視
硝
舎
落
成
式
は
、
そ
れ
ま
で
の
簡
易
的
な
監
視
硝
舎
を
整

12

18

備
し
、

尺
の
望
楼
（
物
見
や
ぐ
ら
）
建
設
落
成
を
指
し
、

月

日
か
ら

月
７
日
ま
で
は
そ
の
工
事

12

11

26

12

期
間
だ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

注
：『
豊
川
開
基
百
年
記
念
誌

ふ
る
さ
と
』
（
平
成
７
年
刊
）
に
も
〈
防
空
監
視
硝
〉
に
触
れ
て
い
る
箇
所
が

あ
り
ま
す
。

「
昭
和

年
に
入
る
と
、
常
呂
村
も
も
は
や
銃
後
の
地
域
と
は
い
え
ず
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
備

18

え
、
常
呂
公
園
（
注
：
小
高
神
社
の
こ
と
）
の
丘
に
防
空
監
視
硝
が
設
け
ら
れ
、
応
召
と
挺
身
隊
と
勤
労

奉
仕
隊
の
編
成
な
ど
で
屈
強
な
男
子
が
な
く
な
っ
た
村
に
あ
っ
て
、

代
の
少
年
た
ち
が
哨
戒
の
任

10

に
あ
た
っ
た
」
（
注
：
監
視
硝
の
設
置
は
昭
和

年
）

16

※
羽
石
昇
さ
ん
記
載
の
文
を
編
集

昭
和

年
４
月
１
日
付
け
で
常
呂
村
村
長
か
ら
「
民
防
空
監
視
硝
員
を
命
ず

４
月
１
日

時
監
視
硝
前

19

10

に
集
合
」
の
委
嘱
状
が
来
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
自
転
車
で
出
席
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
佐
藤
勝
明
、
富
田
、
安
藤
英
一
、
河
野
護
、
内
藤
勝

保
、
片
岡
正
一
、
林
清
、
羽
石
の
８
名
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

村
長
の
挨
拶
、
硝
長
の
訓
示
で
は
、「
官
民
一
体
と
な
っ
て
我
が
国
を
護
ら
な
け
れ
ば
大
東
亜
戦
争
を
勝
ち

抜
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
ら
も
時
局
の
重
大
さ
を
認
識
し
て
民
防
空
の
第
１
線
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

明
日
か
ら
は
訓
練
に
入
り
、
訓
練
が
終
わ
り
次
第
、
３
交
替

時
間
勤
務
を
お
願
い
す
る
。
後
の
こ
と
は
先
輩

24
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硝
員
が
指
導
す
る
の
で
、
そ
の
つ
も
り
で
い
る
よ
う
に
」
と
の
話
で
し
た
。
指
導
硝
員
は
小
原
徳
男
、
木
田
巴
氏

２
人
で
、
１
人
が
４
名
を
受
け
持
ち
、
防
空
硝
の
目
的
・
各
自
の
分
担
・
立
哨
・
通
信
・
勉
強
と
ず
い
ぶ
ん
厳
し
い

も
の
で
し
た
。

監
視
硝
は
現
小
高
神
社
の
あ
る
砂
山
の
一
番
高
い
所
に
あ
り
ま
し
た
。
２
階
建
て
の
小
屋
の
上
に
四
角
い

立
ち
見
席
が
あ
り
、
東
西
南
北
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
立
哨
は
、
先
輩
硝
員
と
２
人
で
全
神
経
を
集
中
し
て

小
さ
な
爆
音
も
逃
さ
ず
報
告
し
ま
す
。

例
え
ば
、
立
哨
で「
発
見
。
北
、
敵
１
機
、
東
へ
進
行
」
な
ど
と
報
告
し
、
通
信
員
が
直
通
電
話
で
立
哨
員
の

報
告
通
り
に
北
見
監
視
隊
本
部
へ
報
告
、
本
部
は
軍
の
基
地
へ
直
通
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

監
視
硝
の
勤
め
も
大
分
慣
れ
た
頃
、
本
土
決
戦
を
口
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
立
ち
見
席
の
上
に

尺
の
望

12

楼
が
町
内
中
の
大
工
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
、
見
晴
ら
し
の
良
い
も
の
で
し
た
。

私
ら
が
監
視
硝
へ
通
う
の
は
夏
は
自
転
車
、
冬
は
ス
キ
ー
で
、
ど
ん
な
に
急
い
で
も
私
の
家
か
ら
１
時
間
は

か
か
っ
た
も
の
で
す
。
朝
早
く
近
道
を
し
て
行
く
と
野
犬
と
出
会
い
、
遅
刻
し
た
こ
と
や
自
転
車
も
ス
キ
ー
も

乗
れ
な
い
時
は
小
走
り
で
通
っ
た
の
を
思
い
出
し
、
良
く
勤
め
た
も
の
だ
と
思
い
起
こ
し
ま
す
。

当
時
の
硝
員
の
日
当
は
、
昭
和

年
が
１
円

銭
、

年
は
２
円
、

年
は
３
円
。
食
事
は
３
食
と
も
役
場

17

60

18

19

の
小
使
い
の
お
ば
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

年
は
米
ご
飯
で
し
た
が
、

年
に
は
大
豆
・
麦
、
終
戦
近

19

20

く
に
は
小
麦
ご
飯
を
食
べ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
が
硝
員
と
し
て
勤
め
た
終
戦
ま
で
の
約

ヶ
月
、
先
輩
の
方
々
を
兵
隊
と
し
て
軍
隊
へ
数
多
く
の
皆
さ
ん

17

を
送
り
ま
し
た
。
硝
の
先
輩
で
あ
る
後
藤
護
、
麻
畠
助
恒
、
大
友
義
男
、
安
藤
治
男
さ
ん
方
も
次
々
と
出
征

さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

注
：『
紅
の
海

網
走
空
襲
犠
牲
者
の
記
録
』
（
網
走
歴
史
の
会
刊
）
の
中
に
、
空
襲
の
犠
牲
と
な
っ
た
松
田

武
さ
ん
が
監
視
硝
員
に
委
嘱
さ
れ
た
と
き
の
辞
令
が
紹
介
さ
れ
、「
網
走
防
空
監
視
硝
員

（
氏
名
）

職
務
勉
励
ニ
付
其
為
賞
金
十
円
給
与

（
年
月
日
）

網
走
町
役
場
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
羽
石
昇
さ
ん
も
同
様
に
常
呂
村
村
長
か
ら
委
嘱
辞
令
を
受
け
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

※
以
下
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
（
常
呂
図
書
館
所
蔵
）
や
証
言
を
元
に
、
防
空
監
視
硝
を
も
う
少
し
具
体
的
に

見
て
い
き
ま
す
。

●
昭
和
３
年
生
ま
れ
で
豊
浜
地
区
に
住
む
中
股
か
ず
子
さ
ん
の
思
い
出

私
は
昭
和

年
、
終
戦
間
近
の
２
～
３
ヶ
月
間
、
常
呂
駅
前
に
あ
っ
た
軍
の
事
務
所
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
場

20

所
は
常
呂
駅
前
交
差
点
の
旧
松
久
食
堂
の
と
こ
ろ
で
、
交
差
点
に
は
他
に
日
通
、
青
木
旅
館
が
あ
り
ま
し
た
。

軍
の
事
務
所
に
は
准
尉
ら
３
～
４
人
が
い
て
、
私
と
も
う
１
人
の
女
性
が
掃
除
や
片
付
け
、
雑
用
事
務
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
食
事
の
用
意
は
せ
ず
、
別
な
人
た
ち
が
し
て
い
ま
し
た
。

防
空
監
視
硝
は
小
高
神
社
に
あ
り
、
小
さ
く
２
間
く
ら
い
の
小
屋
の
よ
う
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
監

視
は
青
年
団
の
人
た
ち
が
し
て
い
ま
し
た
た
。

小
高
神
社
は
今
の
よ
う
な
公
園
で
は
な
く
、
古
い
忠
魂
碑
の
裏
手
に
常
呂
劇
場
が
あ
る
他
は
林
が
広
が

り
、
旧
大
友
呉
服
店
や
現
常
呂
ハ
イ
ヤ
ー
の
あ
た
り
ま
で
一
面
林
で
し
た
。
昭
和

年
７
月

日
の
常
呂
空

20

15

襲
で
は
空
襲
警
報
が
鳴
り
、
私
た
ち
は
防
空
壕
に
入
れ
ず
、
そ
の
林
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。
１
機
の
飛
行
機
が

南
か
ら
北
へ
、
陸
地
か
ら
海
の
方
へ
飛
ん
で
い
く
の
を
見
ま
し
た
。

※
昭
和

年
に「
常
呂
村
防
空
監
視
硝
後
援
会
」
が
組
織
さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
援
会
に
関
し
て
、「
吉
野
部
落

19

防
空
監
視
硝
後
援
会
会
費
徴
収
依
頼
」
の
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。
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昭
和

年
８
月

日
付
で
、
吉
野
部
落
会
長
か
ら
各
班
長
宛
に
、「
９
月
６
日
正
午
に
重
要
な
案
件
が
あ
る

19

17

の
で
全
員
集
合
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
」
内
容
の
通
知
文
を
出
し
、
吉
野
第
１
班
８
軒
に
対
し
て「
防
空
監
視

硝
後
援
会
会
費
徴
収
依
頼
と
し
て
会
費
割
り
当
て
と
追
加
割
り
当
て
を
し
、
８
月

日
ま
で
に
送
金
す
る
よ

24

う
通
知
し
て
い
ま
す
。
８
軒
の
会
費
割
当
金
額
は
合
計

円

銭
。
１
戸
当
た
り
３
円

銭
で
す
。

30

68

80

注
：「
昭
和

年
常
呂
村
人
口
調
査
照
査
表
」
で
は
、
当
時
の
戸
数
は
１
２
７
３
戸
。
戦
後
戸
数
が
増
え
た
こ

20

と
を
考
え
、
約
１
２
０
０
戸
に
３
円

銭
を
掛
け
る
と
約
４
５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
正
確
な
金
額
は
分
か

80

り
ま
せ
ん
が
、
村
ぐ
る
み
で
集
め
た
か
な
り
の
金
額
の
後
援
会
会
費
が
監
視
硝
舎
・
望
楼
建
設
経
費
や

監
視
硝
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
費
に
充
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

注
：
吉
野
（

戸
）
は
、
日
吉
の
奥
に
あ
り
、
端
野
村
に
接
す
る
も
っ
と
も
奥
の
登
（

戸
）
に
次
ぐ
小
さ
な
集

42

24

落
で
す
。
こ
の
集
落
で
目
標
金
額
を
設
定
し
て
徴
収
し
た
と
い
う
こ
と
は
当
然
、
、
常
呂
村
全
体
に
及
ん

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

注
：『
値
段
史
年
表

明
治
・
大
正
・
昭
和
』
（
朝
日
新
聞
社
刊
）
か
ら
当
時
の
物
価
を
参
考
ま
で
に
紹
介
し
ま

す
。
戦
後
の
昭
和

年
は
、
急
激
な
物
価
高
・
イ
ン
フ
レ
に
な
り
、
以
下
の
値
段
か
ら
大
幅
に
上
が
り
ま

20

す
。

＊
巡
査
の
初
任
給

大
正
９
年
か
ら
昭
和

年
ま
で

円

19

45

＊
小
学
校
教
員
の
初
任
給

昭
和

年

～

円

16

50

60

＊
東
京
の
入
浴
料
金

昭
和

年

銭

19

12

＊
ビ
ー
ル
大
び
ん

昭
和

年

１
円

銭
（
配
給
制
）

19

30

●
國
枝
奉
征
さ
ん
（
昭
和

年
生
ま
れ
）
が
聞
き
取
り
し
た
青
年
学
校
の
生
徒
が
監
視
硝
員
を
し
て
い
た
こ
と

17

國
枝
さ
ん
が
安
藤
栄
一
・
後
藤
護
（
共
立
）
・
内
藤
勝
保
（
土
佐
）
・
梅
田
勇
俊
（
岐
阜
）
４
氏
に
聞
き
取
り
し
た

と
こ
ろ
、「
４
氏
は
終
戦
時

歳
か
ら

歳
。
国
民
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
男
子
は
地
域
の
青
年
学
校
に
入

15

18

学
し
、

歳
の
兵
隊
検
査
ま
で
軍
事
訓
練
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
硝
員
は
青
年
学
校
の
生
徒
で

歳
か

20

14

ら

歳
の
少
年
た
ち
だ
っ
た
。
地
区
ご
と
に
班
を
組
み
、
定
期
的
に
交
替
勤
務
を
し
て
い
た
」
と
の
こ
と
。

17ま
た
、
國
枝
さ
ん
の
父
親
・
一
雄
さ
ん
（
大
正
４
年
生
ま
れ
）
は
昭
和

年
か
ら

年
ま
で
青
年
学
校
の
指

15

20

導
員
・
教
官
を
務
め
、
そ
の
父
親
か
ら
青
年
学
校
の
修
了
者
は
普
通

ヶ
月
の
軍
務
が

ヶ
月
に
短
縮
さ
れ
、

24

18

除
隊
時
に
は
１
等
兵
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

●
長
船
泰
久
さ
ん
（
昭
和

年
生
ま
れ
）
が
語
る
監
視
硝
の
思
い
出

13

父
親
は
常
呂
村
職
員
で
、
後
藤
護
さ
ん
が
書
い
て
い
る
と
お
り
、
監
視
硝
長
（
昭
和

年
８
月
～
昭
和

年

16

18

９
月
）
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
小
学
校
に
入
る
前
は
監
視
硝
へ
遊
び
に
行
き
、
硝
員
だ
っ
た
青

年
団
の
人
た
ち
に
か
わ
い
が
ら
れ
ま
し
た
。

小
高
神
社
の
忠
魂
碑
に
向
か
っ
て
右
側
に
小
高
神
社
が
あ
り
、
忠
魂
碑
の
正
面
少
し
左
手
前
に
監
視
硝
が

あ
り
ま
し
た
。
建
物
は
立
派
と
は
言
え
ず
、
平
屋
の
上
に
四
方
が
見
渡
せ
る
監
視
台
が
あ
り
、
室
内
に
階
段

が
な
か
っ
た
の
で
、
外
か
ら
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
後
藤
護
さ
ん
が
２
階
建
て
と
書
い
た
の

は
、
こ
の
監
視
台
を
含
め
て
の
２
階
だ
と
思
い
ま
す
。
（
注
：
戦
後
一
時
期
、
こ
の
監
視
硝
だ
っ
た
建
物
に
住
ん

で
い
た
Ｋ
さ
ん
家
族
も
建
物
は
平
屋
だ
っ
た
。
た
だ
、
玄
関
の
左
側
に
火
の
見
や
ぐ
ら
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
記
憶
が
あ
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。

内
部
の
部
屋
は
２
間
で
、
片
方
は
事
務
所
、
も
う
片
方
は
仮
眠
で
き
る
よ
う
な
部
屋
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
事
務
所
に
は
机
１
台
と
イ
ス
数
脚
が
あ
り
、
天
井
か
ら
日
本
軍
と
米
軍
の
主
だ
っ

た
飛
行
機
の
模
型
が
い
く
つ
も
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
Ｂ

の
模
型
は
な
か
っ
た
こ
と
。
木
製
で
は
な
く
今
で
い

29
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う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
よ
う
な
材
質
で
、
か
な
り
精
巧
な
も
の
で
し
た
。
私
は
そ
れ
が
欲
し
く
て
た
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
模
型
は
、
監
視
を
し
て
機
体
・
機
種
を
見
分
け
る
た
め
に
軍
が
支
給
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
軍
か
ら
大
き
な
袋
で
砂
糖
の
配
給
が
あ
り
ま
し
た
が
監
視
硝
に
置
く
わ
け
に
は
い
か
ず
、
父
親
が

硝
長
を
し
て
い
た
こ
と
と
家
が
現
佐
藤
旅
館
の
場
所
と
い
う
監
視
硝
の
近
く
だ
っ
た
の
で
、
自
宅
に
置
き
、
毎

日
午
前
中
に
硝
員
が
１
日
分
の
砂
糖
を
受
け
取
る
た
め
に
我
が
家
に
来
て
い
ま
し
た
。
４
～
５
人
分
だ
っ
た
の

で
茶
碗
か
ど
ん
ぶ
り
で
計
っ
て
渡
し
て
い
ま
し
た
。
砂
糖
は
硝
員
た
ち
が
そ
の
ま
ま
な
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

私
は
置
い
て
あ
る
砂
糖
が
湿
気
を
吸
っ
て
固
ま
っ
た
も
の
を
少
し
も
ら
っ
て
な
め
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
今

か
ら
考
え
る
と
役
得
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

昭
和

年
７
月

日
の
空
襲
は
、
空
襲
警
報
が
鳴
っ
た
後
、
家
の
裏
に
作
っ
た
防
空
壕
に
家
族
で
避
難
し
ま

20

15

し
た
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
上
を
飛
ぶ
１
機
の
飛
行
機
を
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
家
の
裏
は
壁
の
よ
う
に
高

く
な
っ
て
い
る
地
形
で
、
防
空
壕
は
そ
こ
を
掘
っ
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

●
〈
望
楼
〉
に
関
し
て
は
、
長
船
さ
ん
が
昭
和

年
以
前
の
記
憶
、
後
藤
・
羽
石
さ
ん
は
全
体
を
通
し
て
、
Ｋ
さ

19

ん
家
族
は
終
戦
後
の
記
憶
な
の
で
、
そ
の
有
無
に
つ
い
て
は
記
憶
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

●
中
股
さ
ん
、
長
船
さ
ん
が
監
視
硝
員
は
青
年
団
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
す
が
、
八
本
木
浄
著
『
戦
争
末
期
の

青
年
学
校
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
刊
）
の
中
で
、
山
梨
県
大
月
町
の
事
例
と
し
て
、「
青
年
学
校
生
徒
は
、
基

本
的
に
は
男
女
青
年
団
員
で
あ
っ
た
し
、
青
年
学
校
は
青
年
団
の〈
教
養
機
関
〉
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
青
年

学
校
と
青
年
団
と
の
あ
い
だ
に
は〈
緊
密
ナ
ル
連
繋
〉
を
持
つ
べ
く
指
導
さ
れ
」
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
監
視
硝
員
を
〈
青
年
団
〉
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
青
年
学
校
生
徒
よ
り

も
歴
史
が
あ
り
、
身
近
だ
っ
た
青
年
団
の
方
が
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
昭
和

年
７
月

日
の
常
呂
空
襲
で
は
、
常
呂
漁
業
会
所
属
の
第
３
常
勝
丸
船
長
・
濱
本
嘉
太
郎
さ
ん
が

20

15

敵
機
の
銃
撃
を
受
け
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
菊
池
慶
一
著
『
語
り
継
ぐ
北
海
道
空
襲
』
（
北
海
道
新

聞
社
刊
）
と「
綴
ら
れ
た
常
呂
の
で
き
ご
と

昭
和

年
７
月

日
常
呂
空
襲
の
記
録
」
（
常
呂
図
書
館
Ｈ
Ｐ
及

20

15

び
道
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


